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科学的な事故（傷害）予防を地域で実践したこれまでの 10年を振り返る 

出口貴美子（認定 N PO法人 Love & Safetyおおむら 代表理事） 

      （キッズ＆ファミリークリニック出口小児科医院 院長） 

 

21 世紀の子どもの事故（傷害）予防のブレークス

ルーは、職域の異なる小児科医の山中龍宏氏と工学

博士の西田佳史氏の出会いによって生まれた『科学

的な根拠に基づく傷害予防を社会に循環させる仕組

み作り』が始まった事である。そして人々の認識を、

これまでの避けることができないアクシデントから

‘予防可能な傷害’という概念に変えた事だと思う。 

2012 年に吉川優子さん豊さんご夫妻の最愛なるご

子息の慎之介くんが、お泊まり保育の川遊びで予告

なく天に召された。後にこれは予防可能な事故あっ

たことが裁判を通し検証されるが、慎之介くんの時

が止まったままの面影を胸に、底知れぬ悲しみや苦

しみを抱えながら、この惨事を二度と繰り返絵して

はならないと吉川さんご夫妻自らが、裁判や検証に

関わった職種の異なる応援団と一緒に立ち上げた

『吉川慎之助記念基金・日本子ども安全学会』は歴史

的ブレークスルーと考える。 

 ちょうどその頃、すべての女性が輝く社会づくり

の政策が打ち出され、経済成長の歯車としての女性

の活躍が期待される一方で、命を産み育てる女性の

多様性との整合性がつかないまま、その皺寄せとし

て子どもを見守る環境が一部破綻したことが要因と

なり、保育園での死亡事故が相次いだ。その事故がマ

スコミに取り上げられ、SNS などの普及により世論

の動きとなって、2016 年に内閣府から「教育・保育

施設等における事故防止及び事故発生時の対応のた

めのガイドライン」が打ち出された。    

その後、小児科医でもある自見はなこ参議院議員

の子ども真ん中の政策の推進もあり、2018 年に成育

基本法が成立し『チャイルド・デス・デビュー（CDR）』

が盛り込まれた事は、法整備を見据えた大きな進歩

であった。これが法制化すれば、ようやく子ども目線

での安全な環境が整備されるだろうと期待はしてい

るが、依然として子どもの予防可能な事故は繰り返

されており、重大事故にならずとも子どもの健全な

心理社会性の育ちを妨げる大人の行為や虐待が社会

問題となっている。さらにこの数年は、コロナパンデ

ミックやロシア・ウクライナ戦争のように思いもよ

らぬ世界的な出来事に子ども達や若い世代が翻弄さ

れ、将来の人生設計として子どもを持つことさえ躊

躇する若者達をどう支えていくかが次の10年日本の

大きな課題であろう。 

さて、私の子どもの事故予防活動は、父のクリニッ

クを継承するために約 20 年ぶりに地元に戻った

2006 年から始まった。幼少期に障害児であった兄を

窒息事故で失い、その兄を抱きしめていた母の後ろ

姿が目に焼き付いているが、最近ようやく、同じく小

児科医であった父の想いに心を寄せることができる

ようになってきた。 

私個人のブレークスルーとしては、開業した年に

夫の紹介で偶然にも西田氏と繋がったことと考える。 

これまでの活動の多くは、2019 年の子ども安全研究

に投稿しているので割愛するが、地元愛の結集でも

ある『Love & Safetyおおむら；子どもを事故から守

るプロジェクト』が 2011年 3月 6日の東日本大震災

の 5 日前に動き出した事や、2014年に吉川優子さん

豊さんご夫妻との出会や夫の井上健（精神科医、日本

子ども安全学会理事）の存在、そして縁の下の力持ち

である Love & Safetyおおむらの事務局や出口小児科

スタッフの心辛抱強い協力がなければこの活動は継

続できなかったと思う。 

2017 年から毎年大村市で開講している「子ども安

全管理士講座」も、2022 年度の第６期生が卒業する

と総勢 200 名を超える。子ども安全管理士は、科学

的な根拠に基づく傷害予防に関する知識を習得した

専門家であり、それぞれの生活や仕事の場でその知

識をもとに傷害予防を実践することが期待されてい

る。今後彼らの活躍を通して全国にその存在が認知

され、同様のシステムが各自治体で行われるように

なれば、日本の子ども達を取り巻く環境や社会がよ

り安全で安心なものに変わり、ひいては子ども達が

傷害にあうことなく、思い切りチャレンジし成長で

きる世の中になるであろう。 

これまで幸運にも繋がった方々との出会いに感謝
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し、「伝える」、「繋がる」、「切れ目のない支援」のラ

イフタイムを意識した子どもの事故予防活動を目指

し、継続したい。 
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